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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・年末調整について
用紙は、11/11（水）より配布、期日までに提出すること
提出書類など詳細につきましては添付ファイルを確認するように。
・インフルエンザ予防接種実施のお知らせ

日　時：　Ｈ27年11月18日（水）15：00～16：00

　　　　　  Ｈ27年11月19日（木）16：00～16：45

　　　　　　Ｈ27年11月20日（金）15：00～16：00

場　所：　病院4階ユーティリティーホール

接種料：　無料

予約期日:　Ｈ27年11月14日（土）まで

※希望日欄に、「18・19・20」のいずれかを入力すること。
＜利用者様情報＞
・高橋　洋子　様～本人より電話があり「今日頭痛くてフラフラしてデイケアに行けそうにないです。」との事。昨日問診しており、確認すると「CTをお願いしたけど、先生に放射能が悪いからと言われて今回はやらなかったです。2週間様子見るって言われて2週間分お薬もらいました。」と話している。来所可能な時には来所し、具合を確認したい事を伝えると「今日は行けないので休みます。」と話し、デイケア欠席となる。
・植村　啓祐　様～先週机に伏して居眠りする様子見られ一睡も出来なかったと話していた為、体調と昨日の睡眠状況を確認。体調については「悪くはないです。」との事で、軽度の眠気があると話している。睡眠状況に関して「夜の1時半に寝て、今朝は7時頃起きました。」との事。プログラム中居眠りをすることなく、内容に集中して取り組んでいる。引き続き生活リズムを確認し、乱れていることあれば助言していく。また、前回利用時に考えてくるよう伝えていた作業療法で行う事については、「まだ考えている最中。」との事で、決まった際にはスタッフに話すよう伝えている。
・北山　幸博　様～本日、デイケア見学を実施。スタッフの説明を静かに聞いており、わからないことは特にないと話している。デイケア利用については「正直利用したくない」「自分の病気は病気じゃないから、来ても意味がない」「登録したとしても来ないと思う」と話している。担当医に自分の意思を伝えていないとのことで、現在の考えを担当医に伝え、利用について考えてみるよう伝えている。
・小野寺　ノリ様～昨日帰荘後より咳が目立っており、本日内科を受診している。風邪と診断されたとの事で、デイナイトケアは欠席となる。
・古川　富蔵　様～今朝体温36.5℃、頭痛・悪寒があり、病院受診を促すが、本人よりもう少し様子をみたいと話していると青風荘より情報提供あり。デイナイトケアでは、来所時の体温36.5℃。プログラムには参加できている。昼食は全量摂取。上記症状は継続しているが、「なんぼかいいよ｣と話している。
・吉田　富秋　様～発熱は無いが、鼻汁と咳を訴えている。念のためマスクを使用して過ごして頂いている。
・鈴木　真知子様～昨日、不穏状態続いていたが、本日のデイナイトケアでは、表情良く過ごしており、話し掛けにも普段と変わりなく返答している。今後も、様子観察していく。
・関　秀治　様　～来所時、マスクをしていたため状況を確認。風邪を引いており、発熱はなく咳・鼻汁があるとのこと。土曜日に吐き気あり、鹿内内科受診し、薬を処方されたと話している。仕事には休まず出勤しているとのこと。具合が悪い場合はすぐにスタッフに相談し、栄養や睡眠をしっかりとるように伝えると「はい」と返答している。顔面紅潮なく、体温36.6℃、咳や鼻汁はほとんどみられず、他者と穏やかに麻雀しながら過ごしている。
＜外来情報＞

・特記なし
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　植村　啓祐　様　）

実施日：H27年11月12日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　担当チーム：三浦（主担当　※11月より川井）

参加者：三浦、慶長、川井、馬場、藤田、油津

検討内容　目標、計画の評価
	氏名
	植村　啓祐　様
	性別
	男
	年齢
	30
	生年月日
	S59.12.26

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状の維持を図り、自宅で生活することが出来る。

	本人希望
	いずれ就労したい。

	家族希望
	引きこもりから脱してほしい。いずれ就労してもらいたい。

	入院歴
	計　0　回

	通所歴
	1回目

· 今回：H27.10.8～現在（週1回/木曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：八戸市にて祖父母宅で生活。近隣にて母親･次妹が生活しており、母親が頻回に行き来している。

家族状況：主援助者は母親で、治療に協力的。障害に対して否定的な感情が強く、｢手帳を取ったり、障害者雇用で働いたりすることで、本人の履歴に書かれるのが不安（いずれ一般就労する際に）｣等と話している。本人が引きこもった生活をしていることを心配しており、いずれ就労してもらいたいと感じている。
	家族構成














	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①自ら他者へ挨拶することが出来る。
	①他者より声をかけられた際、交流することが出来る。
	①職員より声をかけられた際、自分の気持ちを伝えることが出来る。
	①来所時等、他利用者や職員へ自ら挨拶するよう心掛ける。職員は、挨拶や体調確認、日常会話等を頻回に行い、また、他利用者と交流出来るような場をプログラム等でセッティングして、本人に負担がない程度で交流機会が増やせるよう支援する。

	②デイケアの利用日数を徐々に増やし、就労に必要な生活リズムや体力等の基本技能の獲得が出来る。
	②デイケア利用中、プログラムへ欠席なく参加し、生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②デイケアを遅刻･欠席なく利用し、生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②不調時等を除き、デイケアを遅刻･欠席なく利用し、プログラムへ参加する。職員は、本人が欠席･遅刻した際は状況の振り返りを行い、対処方法を共に検討。また、本人のタイミングで利用日数を徐々に増やせるよう面談を行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①職員より声をかけられた際、自分の気持ちを伝えることが出来る。
	無為･自閉、意欲の低下が著しく、自宅で引きこもった生活をしており、生活リズムの安定及び就労支援等を希望し、11/8よりデイケアの利用を開始。

対人緊張が強く、他者と交流することが苦手。

他者と交流することがほとんどなく、一人で過ごしており、職員より話し掛けられて交流することが殆ど。自ら訴えることはないものの、職員より声をかけると、自分の気持ち等を表現することが出来ている。
	就労に向けて、他者と円滑に交流を図ることを目標として、計画を新規で立案。

	②デイケアを遅刻･欠席なく利用し、生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	現在のところ、遅刻･欠席することなくデイケアへ来所している。

デイケア利用について、｢まだ緊張して疲れやすい｣等と話し、テーブルへ伏せていることがあるものの、就労支援プログラムへは遅れることや居眠り等なく参加することが出来ている。
	本人の病状や意思、体力等を確認しつつ、就労に向けた支援が行えるよう、まずは生活リズム安定や体力向上を目指すことが必要と考えられ、計画を立案。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①自ら他者へ挨拶することが出来る。
	①他者より声をかけられた際、交流することが出来る。
	①職員より声をかけられた際、自分の気持ちを伝えることが出来る。
	①来所時等、他利用者や職員へ自ら挨拶するよう心掛ける。職員は、挨拶や体調確認、日常会話等を頻回に行い、また、他利用者と交流出来るような場をプログラム等でセッティングして、本人に負担がない程度で交流機会が増やせるよう支援する。

	②デイケアの利用日数を徐々に増やし、就労に必要な生活リズムや体力等の基本技能の獲得が出来る。
	②デイケア利用中、プログラムへ欠席なく参加し、生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②デイケアを遅刻･欠席なく利用し、生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②不調時等を除き、デイケアを遅刻･欠席なく利用し、プログラムへ参加する。職員は、本人が欠席･遅刻した際は状況の振り返りを行い、対処方法を共に検討。また、本人のタイミングで利用日数を徐々に増やせるよう面談を行う。


